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1.目的

普段の食事内容を充実させる
→病気の1次予防・健康寿命の延伸に繋がる

食事で問題や悩みが生じた場合
→地域住民が気軽に栄養相談できる場所が少なく、認知度も低い

地域住民の交流
気軽に栄養相談できる

場所の提案を行う







2.アンケート実施状況

【交流センター】
十王交流センター 油縄子交流センター
豊浦交流センター 諏訪交流センター
日高交流センター 大久保交流センター
田尻交流センター 河原子交流センター
滑川交流センター 塙山交流センター
宮田交流センター 大沼交流センター
中里交流センター 金沢交流センター
中小路交流センター 水木交流センター
助川交流センター 大みか交流センター
会瀬交流センター 久慈交流センター
成沢交流センター 久慈川日立南交流センター
仲町交流センター

【元気カフェ】
元気caféあゆかわ
元気caféくじはま
元気caféすけがわ

【訪問介護施設】
介護福祉サービスふきのとう
株式会社
シルバーライフサポート木の実
特別養護老人ホーム 鮎川さくら館
ヘルパーステーションたが

【日立市役所】
政策企画課
高齢福祉課
コミュニティ推進課

ご協力いただいた施設一覧

合計31施設の皆様
ご協力ありがとうございました



ご協力いただいた施設（一部抜粋）



アンケート回収率

50.7%
訪問介護職員アンケート

71枚中36枚回収

91.2%

高齢者アンケート

545枚中497枚回収



高齢者アンケート結果



高齢者アンケート：高齢者プロフィール
調査項目

全体
（N=429）

前期高齢者
（N=205）

後期高齢者
（N=224）

年齢（平均±SD）（歳） 75.2±5.9 70.3±2.8 79.8±4.1

性別（人） 男 154 84 70

女 269 117 152

性別不明 6 4 2

BMI（kg/m²） 全体 22.8±3.9 22.9±3.6 22.7±4.1

男 23.6±3.2 23.7±2.7 23.4±3.7

女 22.3±4.2 22.2±4.0 22.4±4.3

性別不明 24.7±2.8 26.0±2.1 22.6±2.7

家族人員（％） 1人 17.2 10.2 23.7

2人 56.6 62.9 50.9

3人 15.6 16.1 15.2

4人 6.3 5.4 7.1

5人以上 3.8 4.9 2.6

未回答 0.5 0.5 0.5

平均家族数（人） 2.2 2.35 2.15



高齢者アンケート：現在通院中の者の割合

53.4%

46.6%

生活習慣病有

生活習慣病無

はい
いいえ
未回答



高齢者アンケート：栄養に対する意識

普通
とても気を使っている
あまり気を使っていない
未回答

普通が半数以上



高齢者アンケート：食事や生活で不安なことがある割合

いいえ
はい
未回答約15%が悩みや不安

を抱えている

【記述回答】
栄養・食事への偏り
病気への不安

身体の衰えへの不安



高齢者アンケート：
食事や生活で悩んだときに相談できる場所（人）がある割合

いいえ
はい
未回答

約45%が相談できる
場・人がいないと回答



高齢者アンケート：希望する相談方法

55.6%

24.4%

13.1%

6.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

対面 電話 メール その他

対面希望者が半数以上



訪問介護職員アンケート結果



63.9%

33.3%

0.0% 0.0%
2.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

概ね あまり 大いに 全く 未回答

訪問介護職員アンケート：
利用者の栄養状態を把握している割合

概ね把握が半数以上

大いに把握が0%



訪問介護職員アンケート：
栄養に関して身近に相談できる人がいる割合

77.8%

16.7%

5.6%

はい

いいえ

未回答

相談できる人がいる
割合は7割以上

【記述回答】
上司：16名
栄養士：4名
看護師：3名
その他：2名



39.0%

29.3%

24.4%

7.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

対面 メール 電話 その他

訪問介護職員アンケート：希望する相談方法

高齢者よりも希望形態はさまざま



3.考察
【高齢者アンケートから】

・栄養状態の良い人が多いが，
生活習慣病の罹患者数が多い

(食事や栄養について)
・身近な人(家族，友人)に相談する人が多い
＝専門知識を持った者に相談する人が少ない

食事や栄養について気軽に相談できる場所が少ない

地域住民が気軽に栄養相談できる場が必要

健康寿命の延伸
医療費増加抑制

地域包括ケア推進



【訪問介護職員アンケートから】

3.考察

高齢者から栄養相談される機会がある(食欲の低下，栄養バランス等)

しかし…

上司やケアマネジャーに相談する人が多い＝栄養士に相談する人が少ない

訪問介護職員が栄養士に相談できる場が必要
+

忙しい訪問介護職員のニーズに沿う，利用者の相談に対して迅速に回答するため…

対面だけでなく，電子機器(メール，電話等)を
活用した相談の場も必要



高齢者や訪問介護職員が気軽に栄養相談できる場として，
地域密着型の施設かつ栄養相談しやすい場を設ける

3.考察

【まとめ】

市民のQOL向上，健康寿命の延伸，
地域住民同士の交流を深めるきっかけづくりの促進



提案①茨城キリスト教大学と市役所のタイアップ

【内容】

・高齢者を対象とした教室（栄養教育論実習）の開催

・終了後栄養相談・質問会の実施

【場所】
茨城キリスト教大学
市内の交流センター（オンライン）
市役所（オンライン）
介護施設（オンライン） など

【連携職種】
学生、大学教員、市役所職員、交流センター職員、介護施設職員、
市や施設の管理栄養士



【対象人数】
対面：15~30人
オンライン：各施設で対応できる人数

（15~30人）

提案①茨城キリスト教大学と市役所のタイアップ

【学生人数】
20人

費用：無料

【高齢者が得られる効果】
・誰でも教室に参加できる
・社会参加の場になる
・定期的に栄養に関する知識を得られる

回数：4回/年

【学生が得られる効果】
・経験を積むことが出来る
・地域の人と交流できる
・地域に貢献できる



提案①茨城キリスト教大学と市役所のタイアップ



提案①茨城キリスト教大学と市役所のタイアップ（事例）

参考文献：岡山学院大学 人間生活学部食物栄養学科HP

健康寿命延伸教室＜地域高齢者と大学の連携＞ 岡山学院大学

〈学生主動で運営する授業〉

〇学内で…

・健康寿命教室の実施
(栄養指導と健康に配慮した食事の提供)
〇学外で…

・訪問栄養指導(高齢者施設,公民館)
↓

対人指導能力の向上
診断，機器操作技術の習得
☆学生側にもメリットがある！



提案②元気カフェのリメイク
【内容】
・食育サポーターをまねた活動の実施
・学生が元気カフェメニューの考案
・季節ごとの媒体作成（野菜や病気に関して）

【場所】
市内の元気カフェ

【連携職種】
学生、大学教員、元気カフェの職員、保健センターの管理栄養士



提案②元気カフェのリメイク

【対象者】

元気カフェの利用者

【学生人数】
ボランティアの大学生4~5人

回数：4~6回/年

【利用者が得られる効果】
・定期的に栄養に関する知識が得られる
・栄養バランスの取れた食事ができる

【学生が得られる効果】
・経験を積むことが出来る
・地域の人と交流できる
・地域に貢献できる



提案②元気カフェのリメイク(事例)
【食育サポーターとは…】

学(大学)官(水戸市教育委員会)の連携による食育事業

【活動内容】

学校長からの依頼を受け活動する。

・授業補助(家庭科調理実習等)

・バイキング給食補助

・給食時や集会時の食育支援活動補助

・媒体作成 など



提案③訪問介護職員のお悩み相談室
【内容】
・市役所のホームページで定期的に情報の提供を行う
・市役所のホームページに質問箱を作る

【連携職種】
保健センター職員、市役所職員

【対象者】

訪問介護職員

回数：1~2か月に1回

【利用者が得られる効果】
・定期的に栄養に関する情報を得られる
・専門職に相談する場所が得られる



提案③訪問介護職員のお悩み相談室（事例）

【内容】
・どの事業所においても対象者に同等のケアを行えることが重要
→ケアマネを通して管理栄養士と情報共有
→SNSを使用して連携

・内容変更も迅速かつ確実に全事業所のヘルパーへ連絡
→利用者の安心・安全に繋がる

・調理内容や嚥下障害対応に困るヘルパー
→管理栄養士とヘルパーが連携
→医師の指示と共に具体的な食材・調理法を伝えられる
→安心して確かな食支援

参考文献：ケアニュースbyシルバー産業新聞



ご清聴ありがとうございました


